
 

 

第２号様式（第５条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞  令和６年 10 月 15 日 

事業者情報 

事業者名 特定非営利活動法人大森まちづくりカフェ 

代表者 職・氏名 
職名 代表理事 

氏名 鵜飼 修 

ホームページ URL（任意） http://oomori-cafe.com/wp/ 

事業者ロゴ（任意） 

 

 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

一つには、【地域社会への貢献】地域の課題やニーズに合わせたプログラムや取り組みを

展開し、地域住民の生活や環境の向上に貢献する。二つには、【持続可能性への取り組み】

環境への配慮や社会的責任の観点から、持続可能な社会を築くための活動を行う。三つに

は、【地域コミュニティの結束強化】地域住民の参加と交流を促進するためのイベントや

ワークショップの開催、地域の歴史や文化を活かしたプログラムを実施する。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可）  

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

      

      

    ○●  

     

 

 ○● ○●    



 

 

 

目標の達成に向けた取組内容等 

関連するゴール

の数字を記入

（複数記入可） 

これまでの取組内容 これからの取組内容 

11 

・自分たちが住むまちの魅力を発

見し伝えるために、情報紙を発行

している。 

・自分たちが住むまちに愛着を感

じてもらい、住民の交流を図るた

めに、異年齢や異世代の交流を図

るワークショップやイベントを開

催している。 

・引き続き情報紙を発行し、まちの

魅力、文化を伝えていく。 

・地域住民のコミュニティへの参

加を促進し、地域の歴史や文化を

活かしたイベントやプログラムを

実施し、地域コミュニティの活性

化を図る。 

・女性・子ども・高齢者および障が

い者を含め、人々に安全で包摂的

かつ利用が容易な居場所作りを進

める。 

・水害や震災によって命を失う人

や被害を受ける人の数を減らすた

めに、防災セミナーの開催など、ま

ちの安全・安心を守る取組を行う。 

14 

・絶滅が危惧されている野鳥“コア

ジサシ”について学び、コアジサシ

のデコイに着色するなど、野生生

物と人間との共生に向けたワーク

ショップ「地域に飛来する渡り鳥

「コアジサシ」について知ろう！」

を開催し、地域の自然環境を未来

へつなぐ活動を支援している。 

・これまで行ってきた「野生生物と

人間との共生」をテーマとするワ

ークショップを継続して行い、区

民への啓蒙を図ると共に、営巣地

保全・再生のための事業に協力す

る。 

15 

・都会に自然を回復する試みにつ

いて学ぶワークショップ「おおた

ユニバーサルワークショップ〜地

域の自然環境を未来へつなぐ：チ

ョウが身近に舞う、自然と共生し

たまちに！」を開催し、生物の多様

性や、生態系を守ることの大切さ

が理解された。 

・大田区内の同じ目標を持つ団体

と連携・恊同して、生物の多様性が

損なわれないように、また絶滅し

てしまう可能性のある動植物に対

して、絶滅しないための対策を実

施する等の活動を展開する。 

 


